
　
　
　
　
　
綜
　
　
　
介

文
は
能
樂
諸
流
篇
、
地
方
能
樂
篇
の
二
部
に
分
れ
て
居
る
が
こ
の

三
三
す
る
と
こ
ろ
は
殆
ど
能
樂
諸
派
の
徳
承
に
幽
す
る
も
の
で
あ

る
。
前
篇
に
於
て
は
先
づ
槻
世
四
代
の
事
蹟
と
祁
承
の
次
第
を
蓮

べ
吹
い
て
「
金
春
史
考
・
喜
多
源
流
考
・
編
王
氏
族
考
。
観
世
梅
若
爾

家
の
確
執
に
及
び
後
篇
は
泉
州
堺
と
能
樂
・
京
槻
世
の
霞
來
・
加
賀

藩
の
三
三
・
明
治
維
新
後
の
京
阪
能
樂
界
を
一
霞
っ
て
居
る
。
士
魂

な
る
著
者
は
文
献
の
聴
き
渉
獄
に
よ
り
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
精
到

な
る
研
究
を
加
へ
穏
當
な
る
結
論
を
獲
見
し
て
み
る
。
殊
に
後
篇

の
諸
論
及
前
篇
第
四
第
五
等
は
從
來
多
く
取
扱
は
れ
ざ
り
し
も
の

と
し
て
注
員
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
能
樂
が
も
つ
文
化
史
的
意

義
或
は
諸
派
を
分
ち
し
嚢
底
的
理
由
等
こ
れ
ら
の
研
究
が
當
然
含

む
べ
き
背
景
部
分
の
考
察
が
不
足
な
る
憾
み
は
あ
る
が
而
も
か
、

る
文
献
的
研
究
は
そ
う
し
た
も
の
と
離
れ
て
な
ほ
猫
立
の
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ
り
こ
の
鮎
薯
者
の
勢
を
多
と
す
る
と
共
に
績
篇
た

み
能
樂
一
献
篇
、
能
樂
重
服
篇
の
速
か
な
る
刊
行
を
待
つ
次
第
で

あ
る
（
菊
版
三
八
三
頁
、
櫃
二
・
八
○
、
東
京
春
陽
堂
退
行
）
〔
肥
後
〕

⑳
醍
醐
雑
事
記

申
島
俊
司
編

　
　
　
　
　
　
　
箪
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
賦
二

　
昨
春
醍
醐
天
皇
一
千
年
御
忌
を
修
し
た
醍
醐
寺
は
、
撒
年
前
よ

り
此
の
爲
に
同
専
更
編
纂
を
断
乳
開
始
し
て
み
た
。
然
し
三
三
偉

大
な
る
裏
寺
の
修
史
は
撒
年
の
年
月
に
て
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
．

　
古
鐘
晒
寺
に
は
、
一
つ
の
寺
誌
が
存
し
て
み
た
り
一
は
優
長
の
こ

ろ
、
義
演
准
后
の
自
ら
賦
す
る
醍
醐
寺
新
要
録
で
あ
り
、
一
は
交

治
二
年
、
三
簑
院
に
野
趣
の
職
に
あ
っ
丸
慶
延
が
、
回
し
た
醍
醐

晴
事
誕
で
あ
る
。
前
者
は
當
時
残
存
せ
る
史
料
に
灘
嫁
し
て
作
ら

れ
た
る
も
未
だ
未
窟
稿
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
牧
録
せ
ら
れ
江
史
料

早
く
も
鯉
．
減
せ
る
も
の
・
多
い
今
日
、
夏
に
そ
の
書
の
編
纂
に
根

．
幹
を
與
へ
た
も
の
こ
そ
は
、
後
者
な
の
で
あ
る
、
慶
長
九
年
二
月
，

塔
頭
繹
迦
院
の
経
藏
を
開
き
袈
教
二
百
駒
下
を
披
見
せ
る
折
、
義

演
戯
后
偶
々
幾
見
せ
る
も
の
こ
そ
後
者
、
射
ち
醗
醐
難
事
記
、
叉

は
慶
延
記
と
．
晒
せ
ら
る
・
十
五
巻
で
あ
っ
＃
の
で
あ
る
、
一
、
銑
及
四

百
盤
竿
今
相
機
奇
妙
垂
々
」
窪
、
の
巻
第
一
に
奥
書
と
し
て
手

書
せ
る
准
后
の
慶
び
を
、
今
本
書
を
手
に
し
て
想
見
す
る
。

　
本
書
の
刊
行
せ
ら
る
・
迄
、
研
究
者
は
醍
醐
寺
新
要
録
の
影
爲

本
に
よ
り
所
引
の
慶
延
記
を
求
め
る
不
硬
を
怨
び
、
績
群
書
類
從

第
九
百
二
十
一
『
雑
部
七
十
三
（
第
三
十
一
輯
下
、
維
部
）
に
よ
ら

（　．4L）　）



ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
砺
し
後
者
所
牧
の
も
の
は
醍
醐
寺
雑
事
記

と
あ
り
、
上
之
上
に
醍
醐
雑
事
記
巻
第
九
，
上
之
下
に
巻
第
十
。

下
之
上
に
巻
第
十
二
、
下
之
下
に
暴
露
十
三
を
宛
つ
る
四
巻
に
過

ぎ
な
い
。
今
周
書
と
本
書
と
を
比
検
す
る
に
巻
第
十
三
は
嗣
じ
く

宮
内
省
團
書
寮
本
に
よ
っ
て
校
定
さ
れ
て
る
る
が
、
多
く
の
異
同

が
あ
る
。
煩
を
厭
う
て
之
を
摩
け
ぬ
が
、
宜
し
く
爾
書
に
よ
っ
て

見
ら
れ
た
い
。
如
何
に
本
書
。
が
脆
宇
、
閥
宇
が
補
は
れ
て
る
る
か

を
。
但
し
魯
魚
の
誤
り
の
爲
か
意
の
通
ぜ
ぬ
所
も
な
い
で
は
な
い
。

　
氷
書
菊
版
六
六
五
頁
。
巻
頭
に
綴
版
五
葉
を
牧
め
、
慶
延
自
筆

本
巻
第
七
，
並
び
に
そ
の
裏
書
（
久
灘
こ
年
具
注
暦
）
，
巻
第
十
五

義
演
本
奥
書
（
場
上
醍
醐
寺
藏
）
團
書
寮
本
巻
第
十
三
、
並
び
に
そ

の
裏
書
（
鹿
卜
自
筆
）
を
示
し
て
み
る
。
慶
延
の
原
本
、
書
論
本
多

く
散
扶
し
、
繰
か
に
撒
巻
存
す
る
の
み
。
之
を
底
本
と
し
、
慶
長

年
間
整
磁
の
書
寅
…
に
係
る
十
五
巻
の
冊
子
を
准
底
本
と
な
し
て
校

合
し
夏
に
，
工
船
、
八
、
九
、
十
、
十
三
の
五
巻
の
裏
書
（
紙
背
文
書
）

を
残
す
な
く
容
れ
、
殊
に
巻
七
、
八
の
紙
背
の
具
注
暦
は
朱
黒
の

二
度
捌
と
す
る
。
そ
の
心
は
瀾
外
耳
頭
に
も
現
は
れ
、
義
演
本
昌

録
を
轄
記
せ
る
の
み
な
ら
す
、
編
者
の
暦
補
せ
る
所
に
示
さ
れ
て

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

み
る
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吏
）

　
慶
延
と
は
「
占
象
八
代
至
便
聖
知
】
寺
之
巨
細
土
車
聞
往
事
堂

廊
老
有
要
記
之
號
日
醍
醐
雑
事
記
」
と
序
の
一
僚
に
あ
る
所
に
よ

の
知
ら
れ
、
又
本
書
の
過
る
所
以
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
　
「
延
喜

天
暦
勅
願
、
の
二
恩
の
面
争
を
知
る
に
足
り
、
薫
細
の
注
記
に
依
り

て
鎌
倉
初
期
獄
前
醍
醐
寺
の
盛
蓑
興
亡
の
跡
を
伺
ふ
に
足
る
べ

く
、
實
に
東
大
寺
要
録
及
び
東
描
記
等
の
書
信
を
な
せ
る
も
の
に

し
て
蒲
も
そ
の
記
載
は
遙
に
是
等
を
凌
駕
す
る
も
の
あ
り
と
謂
ふ

べ
し
」
と
本
書
の
序
言
に
あ
る
を
以
て
蓋
ふ
事
が
色
話
や
う
。
此

慮
に
於
て
苦
心
牧
貸
せ
ら
れ
た
る
紙
背
異
書
等
は
夏
に
輝
き
を
吊

す
で
あ
ら
う
。

　
文
治
二
年
、
勝
賢
信
正
の
命
に
よ
り
、
慶
延
は
同
じ
き
上
顎
専

心
と
共
に
編
差
せ
る
醜
醐
寺
諸
庄
文
書
の
目
録
を
追
糊
し
、
こ
・

に
醍
醐
難
事
記
六
＋
三
巻
金
く
成
っ
た
と
い
．
勘
も
の
・
、
現
存
せ

る
斯
の
も
の
は
十
五
巻
、
義
演
三
時
も
十
五
巻
に
し
て
、
此
の
時

成
る
の
日
、
果
し
て
六
十
三
巻
存
し
た
る
や
否
や
既
に
疑
は
れ
て

る
る
が
、
若
し
こ
の
設
が
受
容
せ
ら
る
れ
ば
、
本
書
の
償
値
は
夏

に
大
と
な
る
っ

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
｝
號
　
　
「
四
三

（　1・13　）



　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

　
蓋
し
か
＼
る
史
料
の
刊
行
は
，
薫
蒸
に
多
く
の
勢
苦
を
俘
ふ
も

の
で
あ
る
か
、
窺
ひ
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
近
ご
ろ
記
録
文
書
の

刊
行
せ
ら
る
渓
も
の
・
多
い
こ
と
は
慶
賀
に
堪
へ
ぬ
が
、
夏
に
そ

の
當
事
者
に
厚
い
感
謝
を
携
ふ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
蹟
、
鞍
に

編
者
の
辞
が
あ
り
，
此
書
刊
行
に
は
自
ら
寺
史
遽
延
の
故
を
以
て

経
養
勢
力
を
賃
細
し
、
　
一
方
亡
き
肉
親
五
人
の
臨
監
を
所
ら
ん
と

す
る
温
き
編
者
の
血
と
涙
と
が
あ
る
の
を
知
る
。

　
本
書
信
か
く
し
て
出
で
來
り
，
此
の
如
き
償
値
を
有
し
、
且
績

群
書
類
從
本
所
敗
に
比
し
、
数
等
優
れ
る
が
故
に
、
善
本
と
し
て

推
奨
す
る
に
魚
燈
し
な
い
。
膚
費
上
梓
せ
ら
れ
た
る
中
島
氏
は
非

責
品
な
る
も
，
限
定
三
百
部
の
中
残
部
を
實
費
五
圓
に
て
頒
布
せ

ら
る
Σ
由
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
錨
か
ら
も
研
究
者
に
便
を
與
へ
る

事
を
感
謝
し
た
い
。
（
菊
版
六
六
五
頁
、
非
責
品
、
京
都
伏
見
題
、

醍
醐
寺
）
ハ
寺
尾
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

翻
書
目
集
魔
戴

禿
氏
瀦
鮮
編

昭
和
四
年
二
月
、
書
目
集
覧
嶽
に
寛
交
、
元
緑
の
爾
書
籍
目
録

と
を
三
瀬
し
た
が
、
A
ユ
贈
そ
の
後
を
承
け
て
本
書
は
享
保
書
籍
目

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
四
四

鎌
四
（
享
保
十
四
年
版
、
厭
書
名
新
撰
書
籍
潮
懸
）
、
費
謄
書
籍
伴

船
三
巻
（
費
暦
臆
年
版
、
瀬
矯
書
籍
湧
録
）
、
明
和
書
籍
…
罠
録
（
明
和

九
年
即
ち
安
永
二
年
版
、
大
壌
書
籍
懸
垂
）
よ
り
成
る
。
此
の
常

書
に
よ
っ
て
江
戸
近
代
の
出
版
業
者
、
書
籍
販
賞
業
者
の
手
に
成

る
書
幕
儲
録
は
大
艘
に
於
て
謄
7
5
亡
し
九
と
い
ふ
事
が
出
癖
る
。
麟

ち
普
遍
的
の
鐵
版
旬
日
は
網
羅
、
系
続
“
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

書
史
學
上
頗
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
輩
式
印
捌
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
原
本
を
髪
髭
た
ら
し
め
て
み
る
。

　
工
事
の
寛
文
、
元
線
の
と
、
本
書
と
を
比
較
す
る
に
、
後
者
の

書
属
に
は
蹟
語
が
あ
り
、
作
者
、
書
記
を
知
の
得
る
。
享
保
の
書

目
の
特
徴
と
し
て
は
、
時
と
し
て
漢
文
で
内
容
を
掲
げ
、
曝
者
の

傳
記
を
載
せ
て
解
題
し
て
み
る
外
、
元
稽
の
に
見
え
た
好
色
類
叢

樂
事
等
を
説
く
は
、
亨
保
七
年
よ
り
の
好
色
本
護
禁
の
厘
映
で

あ
み
。
笹
轡
以
後
の
に
は
解
題
を
峡
く
も
，
罷
裁
は
人
艦
前
に
倣

ふ
も
、
此
書
目
か
ら
始
め
て
現
は
れ
た
標
目
に
諸
子
、
印
譜
、
節

用
集
、
天
文
三
等
が
あ
る
。
書
函
の
順
序
と
し
て
月
頃
、
儒
書
、

縄
書
以
下
大
略
學
術
書
を
掲
ぴ
、
最
後
の
巻
は
歌
書
、
狂
歌
等
趣

味
に
關
す
る
も
の
で
、
歌
選
多
、
版
盤
、
地
回
、
名
所
糟
、
総
双

（　ltFl　）



六
ま
で
の
せ
て
み
る
。
こ
れ
は
現
今
の
笹
藪
と
封
比
し
て
見
る
と

露
華
い
ρ

　
編
肴
の
親
切
は
総
藻
印
刷
の
み
な
ら
す
、
解
論
，
誤
字
一
魔
表

に
示
さ
れ
て
み
る
。
一
章
表
に
よ
り
，
本
文
の
誤
字
、
脱
字
，
當

字
の
訂
正
が
禺
來
、
解
説
に
よ
り
本
書
臼
以
外
の
傍
系
的
書
欝
の

三
共
を
知
り
得
る
。
面
白
き
事
は
、
嘉
永
安
政
の
頃
餓
版
さ
れ
た

敵
本
唱
導
、
集
品
目
な
る
爲
本
臼
録
に
「
召
し
御
手
元
に
て
御
篤
し

取
論
証
候
は
ゴ
一
巻
に
付
見
料
脅
威
づ
・
と
相
定
め
」
云
々
と
い

・
幽
奇
抜
な
る
も
の
あ
る
を
伽
り
、
更
に
興
味
を
此
の
方
面
に
向
け

ら
れ
る
で
あ
、
ら
う
。

　
本
書
は
三
百
部
門
選
定
版
で
、
書
史
墨
上
露
要
な
る
位
置
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
は
い
へ
、
非
螢
利
的
な
腐
版
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
。
此
の
黙
、
此
の
業
蹟
を
燧
げ
ら
れ
た
る
編
者
に
棒
ぴ

る
感
謝
と
共
に
東
林
書
房
店
主
に
も
富
盛
感
謝
の
辞
を
擦
ぴ
る
。

（
菊
版
本
文
四
七
八
頁
，
慣
五
・
○
○
、
京
都
布
烏
丸
麺
二
條
、
東
林

書
房
）
〔
寺
尾
〕

働
紫
香
樂
宮
趾
の
研
究

紹

介

滋
賀
縣
領
事
會

　
　
著
者
肥
後
和
男
學
士
は
葡
に
大
津
宮
窪
の
研
究
に
際
し
て
逡
阯

の
嚢
掘
と
岡
時
に
文
献
的
考
察
を
試
み
爾
方
面
か
ら
結
論
を
導
き

出
さ
う
と
努
め
て
調
査
方
法
に
帝
劇
の
境
地
を
拓
か
れ
た
。
本
書

　
に
も
そ
の
態
度
が
鮮
明
に
現
れ
て
み
る
。

　
内
容
は
遣
阯
の
調
査
報
告
一
∴
、
信
樂
谷
と
内
裏
野
、
二
、
調
査

の
纒
過
、
三
、
遭
跡
と
癒
物
及
び
、
四
、
文
献
に
よ
ゐ
研
究
と
、
五
、
結

論
よ
り
戒
る
。
蘭
者
に
就
い
て
斯
か
る
大
面
掘
を
成
功
的
に
成
し

逡
た
裏
に
ひ
そ
む
辛
苦
に
敬
意
を
表
し
た
い
心
文
献
的
研
究
は
綾

紀
，
正
倉
院
文
書
等
の
断
片
を
糠
ぎ
合
せ
て
宮
寺
の
外
槻
痩
遷
を

致
究
し
そ
れ
に
よ
っ
て
遣
阯
の
姓
質
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る

非
常
な
る
努
力
の
偲
ば
れ
る
一
文
で
あ
る
り
選
阯
の
獲
掘
は
か
く

、
文
献
の
採
集
を
ま
っ
て
粂
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
ら
づ
。
其
上

に
立
っ
て
文
化
輿
的
方
法
を
試
み
る
著
者
の
意
解
の
獲
展
を
震
り

古
代
史
上
の
聴
器
で
あ
る
、
柴
香
樂
宮
に
つ
い
て
貴
重
な
る
報
告

の
嵐
で
し
を
篤
志
者
に
紹
介
す
る
。
（
四
六
倍
版
、
思
至
九
九
頁
、

岡
版
二
一
粟
、
定
便
∵
二
〇
、
滋
賀
縣
保
勝
會
嚢
行
）
〔
藤
〕

日
本
文
代
叢
考

京
城
帝
短
大
療
法
文
學
下
編

第
十
蛎
巻
　
第
｝
號
　
　
　
一
照
就
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